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第
百
二
十
六
号
議
案
　
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
百
二
十
六
号
議
案

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
四
年
六
月
一
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
中
第
十
五
号
及
び
第
十
六
号
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
八
号
及
び
第
十
九
号
を
削
る
。

　

第
三
条
第
一
項
中
「
都
立
病
院
そ
の
他
の
機
関
」
を
「
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
都
立
病
院
」
を
「
保
健
所
」
に
、
「
治
療
、
看
護
」
を
「
検
体
採
取
、
移
送
」
に
、
「
感
染
症
病
原
体
」
を
「
又
は

感
染
症
病
原
体
」
に
改
め
、
「
、
又
は
血
液
透
析
若
し
く
は
こ
れ
に
伴
う
業
務
に
従
事
し
た
と
き
」
を
削
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項

第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
削
る
。

　

第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
都
立
病
院
、
」
を
削
る
。

　

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
場
合
」
を
「
交
替
制
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
そ
の
他
の
職
員
が
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
割
り
振
ら
れ
た
正
規
の
勤
務
時
間
に
よ
る
勤
務
の
全
部
又
は
一
部
が
深
夜
（
午

後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
行
わ
れ
る
勤
務
に
従
事
し
た
と
き
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、

同
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
」
を
「
一
勤
務
に
つ
き
三
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削

る
。
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二

　

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
都
立
病
院
そ
の
他
の
機
関
」
を
「
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
又
は
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
三
条
の
四
及
び
第
四
十
三
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
四
及
び
第
四
十
三
条
の
五　

削
除

　

第
四
十
三
条
の
六
第
一
項
中
「
都
立
病
院
そ
の
他
の
機
関
」
を
「
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
又
は
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
三
条
の
七
及
び
第
四
十
三
条
の
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
七
及
び
第
四
十
三
条
の
八　

削
除

　

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
四
十
三
条
の
六
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
に

規
定
す
る
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
特
殊
勤
務
手
当
で
、
施
行
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

（
提
案
理
由
）

　

東
京
都
立
病
院
の
業
務
を
行
う
地
方
独
立
行
政
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
に
伴
い
、
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
及
び
支
給
範
囲
を
改
め
る
必
要
が
あ

る
。


